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相馬市長 (左
ゴを受け取る

青
森
産
リ
ン
ゴ
ど
う
ぞ

敵御肺競離
社
協
な
ど
に
贈
る

中

国

税

理

士

会

岡
山

東
、
岡
山
西
の
両
支
部
は

二
十
日
、
虐
待
に
道

っ
た

子

ど

も

の
支

援

活

動

な

ど
に
取
り
組
む

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法

人

子

ど
も

シ

ェ
ル

タ

ー
モ
モ
」

（
岡
山
市
春
日

町
）
に
二
十
万
円
を
、
子

ど
も

の
相

談

に
電

話

で

応
じ
る

「
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ

イ
ン
お
か
や
ま
」

（同
市

表
町
）
に
十
万
円
を
贈

っ

た
。税

理
士
記
念
旧

（
二
十

三
日
）
に
ち
な
ん
だ
社
会

貢
献
活
動
の

一
環
。
県
税

理
士
会
館

（同
市
南
方
）

で
寄
贈
式
が
あ
り
、
那
須

青
森
県
弘
前
市
の
相
馬

鐘

一
市
長
ら
の

一
行
が
二

十
日
、
岡
山
市
役
所
を
訪

門
し
、
市
や
西
大
寺
会
陽

奉
賛
会
、
市
社
会
福
祉
協

議
会

へ
贈
る
弘
前
市
特
産

の
リ
ン
ゴ
を
持
参
し
た
。

サ
ン
ふ
じ
と
金
星
の
話

め

合

わ

せ
を

市

へ
二
箱

（
一
箱
五
ま
）
、
同
奉
賛

会

へ
十
箱

（同
）
、
同
協

議
会

へ
二
十
五
箱

（
一
箱

十
ま
）
寄
贈
。
関
係
者
約

二
十
人
が
参
加
し
た
贈
呈

式
で
は
、
相
馬
市
長
が
高

谷
市
長
に
詰
め
合
わ
せ
を

手
渡
し
、
高
谷
市
長
が
「
児

童

養

護

施

設

へ
贈

る

ほ

か
、
二
十

一
日
の
西
大
寺

会
陽
の
福
男

へ
の
副
賞
に

子
ど
も
支
援
に
役
立
て
て

碑蜘勲譴
頚
強
２
団
体
に
寄
付

一
郎
岡
山
東
支
部
長
と
喜

多

裕

岡

山

西

支

部

長

が

「
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
支
援
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
」
と
目
録
を
両
団

体
の
代
表
者
に
渡
し
た
。

両
支
部
は

一
九
九
八
年

か
ら
ほ
ぼ
毎

年
、
会
員
か

ら
の
募
金
を

市
内
の
福
祉

団
体
な
ど
に

贈

っ

て

い

る
。

（木
村
俊
雄
）

県
税
理
士
会
館

で
開
か
れ
た
寄

贈
式

日
Ｈ
ブ
小
炉
を

岡

山
大

付

属
幼

稚

園

（
岡
山
市
東
山
）
の
園
児

約
六
十
人
が
十
九
日
、
「
旭

川
さ
く
ら
み
ち
の
桜
を
守

る
会
」

（
岡
崎
彬
会
長
）

が
延
命
治
療
に
取
り
組
ん

で
い
る
後
楽
園
東
側
の
旭

川
左
岸
の
桜
並
木
に
、
保

存
を
呼
び
掛
け
る
手
作
り

看
板
を
設
置
し
た
。

看
板
は
本
製
で
縦
約
二

十
五
考
、
横
約
五
十
考
。

黄
や
緑
、
青

の
画
用
紙
を

張
り
付
け
、

「
み
ん
な
で

さ
く
ら
を
ま
も
ろ
う
ね
」

な
ど
自
分
た
ち
で
考
え
た

メ

ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
、
桜

が
咲
い
た
様
子
な
ど
も
描

ト
ピ
‐ック
ス

園
児
が
お
点
前
披
露

岡
山
市
政
津
、
政
田
幼
稚

園
で
１６
日
、
お
茶
会
が
開
か

れ
年
長
組
園
児
１８
人
が
保
護

巡解
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「
さ
あ
、
税
金
を
使

っ
て

生
活
を
送

っ
て
い
る
村
上
心

税
教
室
も
こ
う
し
た
気
持
ち

い
る
も
の
と
使

っ
て
い
な
い

理
さ
ん
合
０
‐‐
岡
山
市
松
新

で
引
き
受
け
た
。

「
も
ち
ろ

も
の
に
分
け
て
み
よ
う
」
―
。

町
＝
は
税
理
士
。
城
東
台
小

ん
、
家
族
や
友
人
の
支
え
が

難
病
の
た
め
、
車
い
す
の
　

（城
東
台
西
）
の
租
税
教
室

あ
る
か
ら
こ
そ
」
と
も
。

で
は
、
学
校
や
救
急
車
、
デ

　

大
学
四
年
だ

っ
た
二
〇
〇

パ
ー
ト
な
ど
の
絵
を
描
い
た

〇
年
七
月
、
友
人
と
昼
食
中

カ
ー
ド
を
使

っ
て
、
児
童
に

に
突
然
、
腰
に
激
痛
が
走

っ

税
の
仕
組
み
を
分
か
り
や
す

た
。
わ
ず
か
十
分
ほ
ど
で
下

病
に
負
け
ず
税
理
士
業
務

く
説
明
し
た
――
写
真
。

父
の
事
務
所
を
手
伝
う
村

上
さ
ん
。
　
Ｅ

生
懸
命
生
き

て
い
る
姿
か
ら
何
か
を
感
じ

取

っ
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
、
上
半
身
だ
け
で
運

転
で
き
る
車
に
乗
り
、
顧
客

回
り
も

一
人
で
こ
な
す
。
租

半
身
が
動
か
な
く
な

っ
た
。

血
液
が
国
ま
り
や
す
く
な
る

難
病
の
抗
リ
ン
脂
質
抗
体
症

候
群
で
寵
餌
を
損
傷
し
、
下

半
身
の
機
能
を
失

っ
た
、
と

聞
か
さ
れ
た
。

「
ど
う
し
て
お
れ
が
…
」
。

前
触
れ
も
な
く
体
に
起
き
た

異
変
に
生
き
る
目
標
を
見

失

っ
た
と
い
う
。
だ
が
、

家
族
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ

よ
う
に
接
し
て
く
れ
、
離

れ
て
い
く
と
思

っ
た
友
人

た
ち
も

「
何
も
変
わ
ら
な

か

っ
た
。
大
切
な
友
達
だ

と
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ

れ
た
」
。

今
で
は
突
顔
を
見
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、

つ
ら
い
と
感
じ
る
こ
と
も

あ
る
。

「
常
に
強
く
い
る

必
要
は
な
い
と
思
う
ん
で

す
。
ゆ

っ
く
り
、
ち
ょ

と
ず

つ
前
に
進
み
た
い

村
上
さ
ん
は
今
日

に
励
ん
で
い
る
。

者
ら
を
前
に
、
お
点
前
を
披

露
し
た
＝
写
真
。

園
児
た
ち
は
、
教
室
に
設

け
ら
れ
た
昌
敷
き
の
茶
席
に

正
座
。
裏
千
家
準
教
授
の
西

崎
智
子
さ
ん
含
こ
日
君
津
＝

の
指
導
で
抹
茶
を
た
て
て
飲

み
、
保
護
者
り
に
も
振
る
舞

．ゎ／た】・十／
に


